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(57)【要約】
【課題】発光特性の経時的な変化を抑制した有機ＥＬ表
示パネルを提供する。
【解決手段】表示パネル１は、行列状に配置された複数
の発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂを有する。複数の発光部２Ｒ
、２Ｇ、２Ｂの各々は、有機発光材料で構成された発光
層を含む複数の機能層の積層体で構成される。赤色光を
発する発光部２Ｒは発光層の代表的な厚さが第１厚であ
る発光部Ａと第２厚である発光部Ｂとを含む。発光部２
Ｒの発光部Ａと発光部Ｂとは、発光層の厚さの増加に対
して互いに逆方向に変化する発光特性を有する。緑色光
を発する発光部２Ｇおよび青色光を発する発光部２Ｂに
ついても同様である。
【選択図】図９Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列状に配置され同一色に属する光を発する複数の発光部を有し、
　前記複数の発光部の各々は、有機発光材料で構成された発光層を含む複数の機能層の積
層体で構成され、
　前記複数の発光部は、前記発光層の代表的な厚さが第１厚である第１発光部および前記
発光層の代表的な厚さが前記第１厚と異なる第２厚である第２発光部を含み、
　前記第１発光部と前記第２発光部とは、前記発光層のそれぞれの厚さの近傍で、前記発
光層の厚さの増加に対して互いに逆方向に変化する発光特性を有する、
　有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】
　前記発光特性は、前記第１発光部および前記第２発光部からそれぞれ出射される光の色
度である、
　請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】
　前記複数の発光部のうち、隣接する２つの発光部の一方が前記第１発光部であり他方が
前記第２発光部である、
　請求項１または２に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項４】
　行方向または列方向に延びる線状の複数の隔壁を有し、
　前記第１発光部および前記第２発光部は、前記複数の隔壁のうち隣接する隔壁で挟まれ
た領域に、前記隔壁の延長方向に並んで設けられ、
　前記隣接する隔壁の間隔は、前記第１発光部を挟む部分と前記第２発光部を挟む部分と
で異なる、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項５】
　前記隣接する隔壁の、前記第１発光部と前記第２発光部との境界を挟む部分での間隔は
、前記第１発光部を挟む部分での間隔および前記第２発光部を挟む部分での間隔のいずれ
よりも狭い、
　請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項６】
　行方向および列方向に広がる格子状の隔壁を有し、
　前記第１発光部および前記第２発光部は、前記隔壁で囲まれた領域に設けられ、
　前記隔壁で囲まれた領域の大きさは、前記第１発光部が設けられる領域と前記第２発光
部が設けられる領域とで異なる、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項７】
　前記隔壁は基板上に設けられ、
　前記複数の発光部の各々は前記基板上に前記隔壁の側面に接して設けられ、
　前記隔壁の側面と前記基板とがなす角度は、前記隔壁の側面の前記第１発光部に接する
部分と前記第２発光部に接する部分とで異なる、
　請求項４から６のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）表示パネルに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ表示パネルは、画素ごとに独立に発光制御可能な複数の発光部を基板上に配置
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して構成される。多色発光が可能な有機ＥＬ表示パネル（以下、カラー有機ＥＬ表示パネ
ルと言う）は、例えば青、緑、赤といった異なる色（異なる波長）の光を発生する複数の
発光部を基板上に周期的に配列することで構成される。
【０００３】
　発光部は、発光色に固有の有機発光材料で構成される発光層を含む。発光層は、例えば
インクジェット印刷法を用いて、有機発光材料を含むインクを配置および乾燥することに
より形成される（例えば、特許文献１）。
【０００４】
　特許文献１では、複数の発光部をハニカム形状に設けた表示パネルにおいて、インクの
レベリング性を向上するための構造が開示されている。インクのレベリング性を向上する
ことで、一様な膜厚の有機機能層を有する表示パネルが得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１５／１８２０９６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の技術では、発光部の発光特性が経時的に変化するという問題に対
する有効な対策は示されていない。
【０００７】
　そこで、本発明は、発光特性の経時的な変化を抑制した有機ＥＬ表示パネルを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明に係る有機ＥＬ表示パネルの一態様は、行列状に配
置され同一色に属する光を発する複数の発光部を有し、前記複数の発光部の各々は、有機
発光材料で構成された発光層を含む複数の機能層の積層体で構成され、前記複数の発光部
は、前記発光層の代表的な厚さが第１厚である第１発光部および前記発光層の代表的な厚
さが前記第１厚と異なる第２厚である第２発光部を含み、前記第１発光部と前記第２発光
部とは、前記発光層のそれぞれの厚さの近傍で、前記発光層の厚さの増加に対して互いに
逆方向に変化する発光特性を有する。
【０００９】
　実際的な発光層は画素の周縁部よりも画素の中央部において薄い。特にインクジェット
印刷法によって配置される発光層では、インクの乾燥による収縮が中央部から周縁部に向
かって進むため、発光層の中央部が周縁部より薄くなる傾向が顕著である。
【００１０】
　そのため、有機ＥＬ表示パネルの使用初期には、駆動電流は、薄く抵抗が低い発光層の
中央部に優勢に流れる。その結果、発光層の中央部が周縁部より強く発光し、中央部が周
縁部より先に通電劣化により高抵抗化していく。発光層の中央部での高抵抗化が進むと、
やがて発光層の周縁部が中央部より強く発光するようになる。つまり、発光層の強く発光
する部分が、薄い中央部から厚い周縁部へ、経時的に移動する。
【００１１】
　発光部は、発光層の厚さに依存する発光特性を有している。ここで言う発光特性とは、
発光層を含む複数の機能層による光学的な干渉（キャビティ効果）によって生じる特性で
あり、発光部から出射される光の色度や視野角の発光層の厚さに対する依存性はその一例
である。発光層において強く発光する部分が、薄い中央部から厚い周縁部へ、経時的に移
動することで、発光層の実効的な厚さが増加し、発光部から出射される光の色度や視野角
などの発光特性もまた経時的に変化する。
【００１２】
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　そこで、上述の構成により、第１発光部と第２発光部とで発光層の厚さを異ならせるこ
とで、第１発光部と第２発光部とが、発光層のそれぞれの厚さの近傍で、発光層の厚さの
増加に対して互いに逆方向に変化する発光特性を有するように構成する。
【００１３】
　これにより、第１発光部と第２発光部とで発光層の実効的な厚さが経時的に増加すると
き、発光特性の変化が互いに打ち消し合う。その結果、第１発光部と第２発光部とを合わ
せて、発光特性の経時的な変化を抑制した有機ＥＬ表示パネルが得られる。
【００１４】
　また、前記発光特性は、前記第１発光部および前記第２発光部からそれぞれ出射される
光の色度であるとしてもよい。
【００１５】
　このような構成によれば、第１発光部と第２発光部とで発光層の実効的な厚さが経時的
に増加するとき、前記第１発光部から出射される光の色度と前記第２発光部から出射され
る光の色度とが互いに打ち消し合うように変化する。その結果、第１発光部と第２発光部
とを合わせて、色度の経時的な変化を抑制した有機ＥＬ表示パネルが得られる。
【００１６】
　また、前記複数の発光部のうち、隣接する２つの発光部の一方が前記第１発光部であり
他方が前記第２発光部であるとしてもよい。
【００１７】
　このような構成によれば、隣接する２つの発光部ごとに発光特性の経時的な変化を打ち
消し合うことができるので、発光特性の経時的な変化をより効果的に抑制した有機ＥＬ表
示パネルが得られる。
【００１８】
　また、前記有機ＥＬ表示パネルは、行方向または列方向に延びる線状の複数の隔壁を有
し、前記第１発光部および前記第２発光部は、前記複数の隔壁のうち隣接する隔壁で挟ま
れた領域に、前記隔壁の延長方向に並んで設けられ、前記隣接する隔壁の間隔は、前記第
１発光部を挟む部分と前記第２発光部を挟む部分とで異なるとしてもよい。
【００１９】
　このような構成によれば、インクジェット印刷法を用いて発光層を形成する際に、第１
発光部と第２発光部とで等量のインクを配置しつつ、隔壁の間隔の違いにより発光層の厚
さを異ならせることができる。
【００２０】
　また、前記隣接する隔壁の、前記第１発光部と前記第２発光部との境界を挟む部分での
間隔は、前記第１発光部を挟む部分での間隔および前記第２発光部を挟む部分での間隔の
いずれよりも狭いとしてもよい。
【００２１】
　このような構成によれば、発光部間でのインクのレベリングが抑制されるので、第１発
光部と第２発光部とで形成される発光層の厚さをより効果的に異ならせることができる。
【００２２】
　また、前記有機ＥＬ表示パネルは、行方向および列方向に広がる格子状の隔壁を有し、
前記第１発光部および前記第２発光部は、前記隔壁で囲まれた領域に設けられ、前記隔壁
で囲まれた領域の大きさは、前記第１発光部が設けられる領域と前記第２発光部が設けら
れる領域とで異なるとしてもよい。
【００２３】
　このような構成によれば、インクジェット印刷法を用いて発光層を形成する際に、第１
発光部と第２発光部とで等量のインクを配置しつつ、隔壁で囲まれた領域の大きさの違い
により発光層の厚さを異ならせることができる。
【００２４】
　また、前記隔壁は基板上に設けられ、前記複数の発光部の各々は前記基板上に前記隔壁
の側面に接して設けられ、前記隔壁の側面と前記基板とがなす角度は、前記隔壁の側面の
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前記第１発光部に接する部分と前記第２発光部に接する部分とで異なるとしてもよい。
【００２５】
　隔壁の側面と基板とがなす角度が大きいほど、言い換えると隔壁の側面の基板に対する
傾斜が緩いほど、発光層の中央部と周縁部との厚さの差は小さくなる。例えば、第１発光
部の発光特性の変化量に対応する発光層の厚さの差より、第２発光部の発光特性の同じ変
化量に対応する発光層の厚さの差が小さい場合がある。そのような場合に、上述の構成に
より、発光層の中央部と周縁部との厚さの差を、第１発光部と比べて第２発光部において
より小さくする。
【００２６】
　これにより、第１発光部と第２発光部とで発光層の実効的な厚さが経時的に増加すると
きの発光特性の変化量を揃えることができるので、発光特性の変化をより正確に打ち消し
合うことができる。その結果、発光特性の経時的な変化をより効果的に抑制する有機ＥＬ
表示パネルが得られる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明に係る有機ＥＬ表示パネルによれば、発光特性の経時的な変化を抑制した有機Ｅ
Ｌ表示パネルが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】一般的な有機ＥＬ表示パネルの構成の一例を模式的に示す平面図
【図２】一般的な有機ＥＬ表示パネルの構成の一例を模式的に示す断面図
【図３】実施の形態１に係る発光部Ａの形状の一例を示す模式図
【図４】実施の形態１に係る発光部Ａの発光特性の一例を示す概念的なグラフ
【図５】実施の形態１に係る発光部Ｂの形状の一例を示す模式図
【図６】実施の形態１に係る発光部Ｂの発光特性の一例を示す概念的なグラフ
【図７】実施の形態１に係る発光部Ａ、Ｂの発光特性の一例を示す概念的なグラフ
【図８Ａ】実施の形態１に係る発光特性の一具体例を示すグラフ
【図８Ｂ】実施の形態１に係る発光特性の一具体例を示すグラフ
【図８Ｃ】実施の形態１に係る発光特性の一具体例を示すグラフ
【図９Ａ】実施の形態２に係る発光部の配置の一例を模式的に示す平面図
【図９Ｂ】実施の形態２に係る発光部の配置の一例を模式的に示す平面図
【図１０Ａ】実施の形態２に係る隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図
【図１０Ｂ】実施の形態２に係る隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図
【図１１Ａ】実施の形態２に係る隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図
【図１１Ｂ】実施の形態２に係る隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図
【図１２Ａ】実施の形態２に係る隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図
【図１２Ｂ】実施の形態２に係る隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図
【図１３】実施の形態３に係る発光部Ｃの形状の一例を示す模式図
【図１４】実施の形態３に係る発光部Ａ、Ｃの発光特性の一例を示す概念的なグラフ
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、以下
で説明する実施の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものである。以下の実
施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置および接続形態などは
、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。
【００３０】
　（実施の形態１）
　実施の形態１に係る有機ＥＬ表示パネルについて、カラー有機ＥＬパネルを例に挙げて
説明する。
【００３１】
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　図１は、実施の形態１に係る有機ＥＬ表示パネルの構成の一例を模式的に示す平面図で
ある。図１に示されるように、有機ＥＬ表示パネル１は、基板１０上に、赤色光、緑色光
、青色光をそれぞれ出射する発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂを行列状に配置して構成される。発
光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂを表す矩形の線種は、発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂが出射する光の色を
区別している。発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂは、色ごとに固有の有機発光材料を用いて構成さ
れ、隔壁１１で分離されている。
【００３２】
　図２は、有機ＥＬ表示パネル１の構成の一例を模式的に示す断面図である。図２は、図
１に示すＩＩ－ＩＩ線に沿った断面に対応する。図２に示されるように、有機ＥＬ表示パ
ネル１は、基板１０上に配置された隔壁１１、隣接する隔壁１１の間に設けられた発光部
２Ｒ、２Ｇ、２Ｂ、および発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂを封止する封止樹脂２０、封止ガラス
２１を有する。
【００３３】
　発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂは、陽極１２、正孔注入層１３、正孔輸送層１４、発光層１５
、電子輸送層１６、陰極１７および薄膜封止層１８の積層体で構成される。発光層１５は
、発光色に固有の有機発光材料で構成される。陽極１２から正孔注入層１３および正孔輸
送層１４を介して供給された正孔と、陰極１７から電子輸送層１６を介して供給された電
子とが、発光層１５において再結合することにより、発光層１５を構成する有機発光材料
に応じた波長（色）の光Ｒ、Ｇ、Ｂが発せられる。
【００３４】
　発光層１５から発せられた光Ｒ、Ｇ、Ｂは、陽極１２、正孔注入層１３、正孔輸送層１
４、発光層１５、電子輸送層１６、陰極１７および薄膜封止層１８からなる積層構造によ
る光学的な干渉（キャビティ効果）を受けて、発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂから出射される。
そのため、発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂは、積層構造（一例として、発光層１５の厚さ）に依
存する発光特性を有している。
【００３５】
　例えば、赤色光を出射する発光部２Ｒであっても、発光層１５の厚さが異なると、干渉
の違いから、出射される赤色光の色度および視野角などの発光特性が異なる。このことは
、緑色光を出射する発光部２Ｇおよび青色光を出射する発光部２Ｂについても同様である
。以下、発光色に共通する説明においては、発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂを区別せず、発光部
２として参照する。
【００３６】
　本発明者は、発光部２の発光特性の発光層１５の厚さに対する依存性が、発光特性の経
時変化にも関係していることに気づいた。このことを、発光部２における発光層１５の実
際的な形状に基づいて説明する。なお、以下の説明では発光部２を、他の形状の発光部２
との対比のため、発光部Ａとして参照する。
【００３７】
　図３は、発光部Ａの形状の一例を示す模式図である。図３では、発光部Ａにおける隔壁
１１ａおよび発光層１５ａのみを取り出して示している。図３に示されるように、実際的
な発光層１５ａは画素の周縁部よりも画素の中央部において薄い。特にインクジェット印
刷法によって配置される発光層１５ａでは、インクの乾燥による収縮が中央部から周縁部
に向かって進むため、発光層１５ａの中央部が周縁部より薄くなる傾向が顕著である。
【００３８】
　図３の例では、発光層１５ａの中央部の厚さをａとし、周縁部の厚さをｂ（＞ａ）とし
ている。発光層１５ａの代表的な厚さを、厚さａ、ｂの範囲に含まれる適宜の厚さ（例え
ば、中央部の厚さａ）により定義する。
【００３９】
　隔壁１１ａの側面と基板とがなす角度はθである。この角度については、後ほど詳しく
説明する。
【００４０】
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　有機ＥＬ表示パネルの使用初期には、駆動電流は、薄く抵抗が低い発光層１５ａの中央
部に優勢に流れる。その結果、発光層１５ａの中央部が周縁部より強く発光し、中央部が
周縁部より先に通電劣化により高抵抗化していく。発光層１５ａの中央部での高抵抗化が
進むと、やがて発光層１５ａの周縁部が中央部より強く発光するようになる。つまり、発
光層１５ａの強く発光する部分が、薄い中央部から厚い周縁部へ、経時的に移動する。
【００４１】
　先に述べたとおり、発光部Ａは、発光層１５ａの厚さに依存する発光特性を有している
。
【００４２】
　図４は、発光部Ａの発光特性の一例を示す概念的なグラフである。図４では、一例とし
て、発光部Ａから出射される光の色度値の発光層１５ａの厚さに対する依存性を概念的に
示している。図４の例では、発光層１５ａの厚さがａのとき発光部Ａから出射される光の
色度値をＣａとし、発光層１５ａの厚さがｂのとき発光部Ａから出射される光の色度値を
Ｃｂとしている。発光部Ａから出射される光の色度値は、発光層１５ａが厚さａ、ｂの範
囲内で厚いほど小さい。
【００４３】
　色度値Ｃａ、Ｃｂは、それぞれ発光層１５ａの中央部のみ、周縁部のみが発光したと仮
定した場合に発光部Ａから出射される光の色度値に対応する。発光層１５ａにおいて強く
発光する部分が、中央部から周縁部へ、経時的に移動することで、発光部Ａから出射され
る光の色度値は、色度値Ｃａ、Ｃｂの範囲内で、経時的に減少する。
【００４４】
　そこで、このような色度値の経時的な減少を、同一色に属しかつ色度値が経時的に増加
する光を出射する他の発光部２を用いて打ち消すことを検討する。対比のため、出射する
光の色度値が経時的に減少する発光部Ａに対し、出射する光の色度値が経時的に増加する
発光部２を発光部Ｂとして参照する。
【００４５】
　図５は、発光部Ｂの形状の一例を示す模式図である。図５では、発光部Ｂの隔壁１１ｂ
と発光層１５ｂのみを取り出して示している。発光部Ｂでは図３の発光部Ａと比べて、発
光層１５ｂがより厚く形成されている。
【００４６】
　図５の例では、発光層１５ｂの中央部の厚さをａ’とし、周縁部の厚さをｂ’（＞ａ’
）としている。発光層１５ｂの代表的な厚さを、厚さａ’、ｂ’の範囲に含まれる適宜の
厚さ（例えば、中央部の厚さａ’）により定義する。
【００４７】
　図６は、発光部Ｂの発光特性の一例を示す概念的なグラフである。図６では、一例とし
て、発光部Ｂから出射される光の色度値の発光層１５ｂの厚さに対する依存性を概念的に
示している。図６の例では、発光層１５ｂの厚さがａ’のとき発光部Ｂから出射される光
の色度値をＣａ’とし、発光層１５ｂの厚さがｂ’のとき発光部Ｂから出射される光の色
度値をＣｂ’としている。発光部Ｂから出射される光の色度値は、発光層１５ｂが厚さａ
’、ｂ’の範囲内で厚いほど大きい。
【００４８】
　色度値Ｃａ’、Ｃｂ’は、それぞれ発光層１５の中央部のみ、周縁部のみが発光したと
仮定した場合に発光部Ｂから出射される光の色度値に対応する。発光層１５ｂにおいて強
く発光する部分が、中央部から周縁部へ、経時的に移動することで、発光部Ｂから出射さ
れる光の色度値は、色度値Ｃａ’、Ｃｂ’の範囲内で、経時的に増加する。
【００４９】
　図７は、発光部Ａの発光特性と発光部Ｂの発光特性とを合わせて示すグラフである。図
７のグラフから、発光部Ａにおいて経時的に減少する色度値と発光部Ｂにおいて経時的に
増加する色度値とが互いに打ち消し合い、発光部Ａと発光部Ｂとを合わせて、色度値の経
時的な変化を抑制した有機ＥＬ表示パネルが得られることが分かる。
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【００５０】
　なお、図７のグラフでは、色度値Ｃａ、Ｃｂ’が等しく、色度値Ｃｂ、Ｃａ’が等しい
としているが、この例には限られない。発光層１５ａが厚いほど発光部Ａの出射光の色度
値が小さくかつ発光層１５ｂが厚いほど発光部Ｂの出射光の色度値が大きければ、発光部
Ａと発光部Ｂとを合わせて、色度値の経時的な変化は抑制される。
【００５１】
　このような考え方に基づいて、有機ＥＬ表示パネルにおける色度値の経時的な変化が実
際的に抑制できることを、シミュレーションによって確かめた。
【００５２】
　シミュレーションでは、赤色光、緑色光、青色光を出射する発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂの
それぞれについて、色度値の経時変化を打ち消し合うために利用できる発光層１５の具体
的な厚さを探索した。具体的には、図２に示す積層構造を適宜定義し、発光色ごとの発光
層１５の実際的な厚さの範囲内で発光部２Ｒ、２Ｇ、２Ｂから出射される光の色度値を求
めた。色度値として、ＣＩＥ１９３１標準表色系におけるｘ座標値およびｙ座標値のうち
、座標値の変化に対してヒトがより敏感に色変化を知覚する一方を求めた。
【００５３】
　図８Ａは、ｘ座標値が０．６４５の近傍の赤色光を出射する発光部２Ｒについて具体的
な発光特性の一例を示すグラフである。発光部２Ｒの発光部Ａおよび発光部Ｂとして用い
ることができる発光層１５の厚さが、７３ｎｍから１０４ｎｍの範囲に存在する。
【００５４】
　図８Ｂは、ｘ座標値が０．２２５の近傍の緑色光を出射する発光部２Ｇについて具体的
な発光特性の一例を示すグラフである。発光部２Ｇの発光部Ａおよび発光部Ｂとして用い
ることができる発光層１５の厚さが、７１ｎｍから８３ｎｍの範囲に存在する。
【００５５】
　図８Ｃは、ｙ座標値が０．０７５の近傍の青色光を出射する発光部２Ｂについて具体的
な発光特性の一例を示すグラフである。発光部２Ｂの発光部Ａおよび発光部Ｂとして用い
ることができる発光層１５の厚さが、２９ｎｍから４３ｎｍの範囲に存在する。
【００５６】
　このことから、適切な積層構造の発光部において発光色ごとの実用的な厚さの発光層を
用いて、色度値の経時的な変化を抑制できることが確かめられた。
【００５７】
　以上、発光層が厚いほど出射光の色度値が小さい発光部Ａと発光層が厚いほど出射光の
色度値が大きい発光部Ｂとを用いて色度値の経時的な変化を抑制する構成について説明し
たが、同様の考え方は、色度値以外の発光特性にも適用できる。例えば、発光層が厚いほ
ど視野角が小さい発光部Ａと発光層が厚いほど視野角が大きい発光部Ｂとを用いて視野角
の経時的な変化を抑制してもよい。また、発光部Ａおよび発光部Ｂのそれぞれの発光層の
厚さの増加に対する発光特性の変化方向は逆であってもよい。
【００５８】
　つまり、発光層の厚さの増加に対して互いに逆方向に変化する発光特性を有する発光部
Ａと発光部Ｂとを用いて当該発光特性の経時的な変化を抑制する有機ＥＬ表示パネルは、
本発明に含まれる。
【００５９】
　（実施の形態２）
　実施の形態２では、発光部Ａと発光部Ｂとで厚さが異なる発光層１５を設けるための構
造について説明する。
【００６０】
　図９Ａおよび図９Ｂは、有機ＥＬ表示パネル１における発光部Ａおよび発光部Ｂの配置
パターンの一例を示す平面図である。
【００６１】
　図９Ａの例では、発光部２Ｒ、２Ｂ、２Ｂを１つの画素３とし、隣接する画素３のうち
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一方に含まれる発光部を発光部Ａとし他方に含まれる発光部を発光部Ｂとしている。つま
り、発光部Ａ、発光部Ｂを画素単位で交互に配置している。
【００６２】
　図９Ｂの例では、隣接する２つの発光部２のうち一方の発光部２を発光部Ａとして他方
の発光部２を発光部Ｂとしている。つまり、発光部Ａ、発光部Ｂを発光部単位で交互に配
置している。
【００６３】
　図９Ａおよび図９Ｂのいずれの例においても、発光部２Ｒ、２Ｂ、２Ｇのうち、同じ発
光色でかつＸ方向またはＹ方向に最も近い（つまり隣接する）発光部の一方が発光部Ａで
あり他方が発光部Ｂである。
【００６４】
　これにより、隣接する２つの発光部ごとに発光特性の経時的な変化を打ち消し合うこと
により、発光特性の経時的な変化をより効果的に抑制できる。
【００６５】
　図９Ａおよび図９Ｂに示す発光部Ａおよび発光部Ｂの配置パターンは、例えば、隔壁１
１の形状に基づいて実現できる。
【００６６】
　図１０Ａおよび図１０Ｂは、隔壁の形状の一例を模式的に示す平面図である。図１０Ａ
および図１０Ｂでは、明確のため、隔壁を灰色で示し、一部の画素部に画素部Ａおよび画
素部Ｂを区別するＡまたはＢの符号を記載している。
【００６７】
　図１０Ａおよび図１０Ｂに示される隔壁１１１は、複数の発光部に沿って延びる線状に
設けられている。このような線状の隔壁１１１はラインバンクと呼ばれることがある。
【００６８】
　発光部Ａおよび発光部Ｂは、隣接する隔壁１１１で挟まれた領域に、隔壁１１１の延長
方向に並んで設けられる。隣接する隔壁１１１の間隔は、発光部Ａを挟む部分でＬａであ
り、発光部Ｂを挟む部分でＬａよりも狭いＬｂである。
【００６９】
　隔壁１１１を用いることにより、インクジェット印刷法を用いて発光層を形成する際に
、発光部Ａと発光部Ｂとで等量のインクを配置しつつ、発光部Ａと比べて隔壁１１１の間
隔がより狭い発光部Ｂで発光層をより厚く設けることができる。つまり、一般的なインク
ジェット印刷法を用いて、発光部Ａ、発光部Ｂを有する有機ＥＬ表示パネルを作製できる
。
【００７０】
　図１０Ａの隔壁１１１は、３本を単位としてＹ方向に１画素ずつずらしたパターンで設
けられているのに対し、図１０Ｂの隔壁１１１は、交互にＹ方向に１画素ずつずらしたパ
ターンで設けられている。これにより、図１０Ａでは、発光部Ａ、発光部Ｂは画素単位で
交互に配置され、図１０Ｂでは、発光部Ａ、発光部Ｂは発光部単位で交互に配置される。
特に図１０Ｂでは、隔壁１１１の幅を一様に揃えることができるので、例えば、図１０Ａ
の隔壁１１１の細い部分の幅に揃えることで、図１０Ａと比べてより大きな開口率を得る
ことができる。
【００７１】
　図１１Ａおよび図１１Ｂは、隔壁の他の形状の一例を模式的に示す平面図である。図１
１Ａおよび図１１Ｂは、図１０Ａおよび図１０Ｂと同じ表記法で表されている。
【００７２】
　図１１Ａおよび図１１Ｂに示される隔壁１１２は、図１０Ａおよび図１０Ｂの隔壁１１
１と比べて、発光部Ａと発光部Ｂとの境界に向かって突出する突出部１１２ａを有する点
で異なる。つまり、隔壁１１２では、発光部Ａと発光部Ｂとの境界を挟む部分での間隔Ｌ
ｃが、隔壁１１２の発光部Ａを挟む部分の間隔Ｌａおよび発光部Ｂを挟む部分の間隔Ｌｂ
のいずれよりも狭い。
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【００７３】
　隔壁１１２を用いることにより、発光部Ａと発光部Ｂとの間でのインクのレベリングが
抑制されるので、発光部Ａと発光部Ｂとで形成される発光層の厚さをより効果的に異なら
せることができる。
【００７４】
　図１２Ａおよび図１２Ｂは、隔壁のさらに他の形状の一例を模式的に示す平面図である
。図１２Ａおよび図１２Ｂは、図１０Ａおよび図１０Ｂと同じ表記法で表されている。
【００７５】
　図１２Ａおよび図１２Ｂに示される隔壁１１３は、複数の発光部に沿って広がる格子状
に設けられている。このような格子状の隔壁１１３はピクセルバンクと呼ばれることがあ
る。
【００７６】
　発光部Ａおよび発光部Ｂは、隔壁１１３で囲まれた領域、つまり、隔壁１１３の開口部
１１３ａに設けられる。隔壁１１３で囲まれた領域の大きさ、つまり、開口部１１３ａを
平面視したときの面積は、発光部Ａが設けられる領域でＡａであり、発光部Ｂが設けられ
る領域でＡｂである。
【００７７】
　隔壁１１３を用いることにより、インクジェット印刷法を用いて発光層を形成する際に
、発光部Ａと発光部Ｂとで等量のインクを配置しつつ、発光部Ａと比べて隔壁１１３で囲
まれる領域がより小さい発光部Ｂで発光層をより厚く設けることができる。つまり、一般
的なインクジェット印刷法を用いて、発光部Ａ、発光部Ｂを有する有機ＥＬ表示パネルを
作製できる。
【００７８】
　図１２Ａの開口部１１３ａは、３つの開口部１１３ａを単位として単位ごとに大きさが
異なるパターンで設けられているのに対し、図１２Ｂの開口部１１３ａは、交互に大きさ
が異なるパターンで設けられている。これにより、図１２Ａでは、発光部Ａ、発光部Ｂは
画素単位で交互に配置され、図１２Ｂでは、発光部Ａ、発光部Ｂは発光部単位で交互に配
置される。
【００７９】
　以上の説明では、特徴的な形状の隔壁を用いることで発光部Ａと発光部Ｂとで厚さが異
なる発光層を設けたが、この例には限られない。より単純には、一様な形状パターンの隔
壁を用いつつ、インクジェット印刷法におけるインクの吐出量を発光部Ａと発光部Ｂとで
異ならせることで、厚さが異なる発光層を形成してもよい。
【００８０】
　（実施の形態３）
　実施の形態３では、発光層の中央部の厚さと周縁部の厚さとの差が異なる発光部Ａと発
光部Ｃとを用いた有機ＥＬ表示パネルについて説明する。
【００８１】
　図１３は、発光部Ｃの形状の一例を示す模式図である。図１３では、隔壁１１ｃと発光
層１５ｃのみを取り出して示している。
【００８２】
　図１３の例では、発光層１５ｂの中央部の厚さをａ”とし、周縁部の厚さをｂ”（＞ａ
”）としている。発光層１５ｃの代表的な厚さを、厚さａ”、ｂ”の範囲に含まれる適宜
の厚さ（例えば、中央部の厚さａ”）により定義する。
【００８３】
　隔壁１１ｃの側面と基板とがなす角度はθ”である。角度θ”は、図３の隔壁１１ａの
側面と基板とがなす角度θより大きい。隔壁の側面と基板とがなす角度が大きいほど、言
い換えると隔壁の側面の基板に対する傾斜が緩いほど、発光層の中央部と周縁部との厚さ
の差は小さくなる。したがって、発光部Ｃを発光部Ａと比較すると、（ｂ”－ａ”）＜（
ｂ－ａ）である。
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【００８４】
　図１４は、発光部Ａの発光特性と発光部Ｃの発光特性とを合わせて示すグラフである。
図１４の例では、発光層１５ｃの厚さがａ”の発光部Ｃから出射される光の色度値をＣａ
”とし、発光層１５ｃの厚さがｂ”の発光部Ｃから出射される光の色度値をＣｂ”として
いる。発光部Ｃから出射される光の色度値は、発光層１５ｃが厚さａ”、ｂ”の範囲内で
厚いほど大きい。
【００８５】
　図１４のグラフでは、色度値Ｃａ、Ｃｂ”が等しく、色度値Ｃｂ、Ｃａ”が等しいとし
ている。また、発光部Ａの色度値の変化量（Ｃｂ－Ｃａ）に対応する発光層１５ａの厚さ
の差（ｂ－ａ）より、発光部Ｃの色度値の同じ変化量（Ｃｂ”－Ｃａ”）に対応する発光
層１５ｃの厚さの差（ｂ”－ａ”）が小さいとしている。そこで、隔壁１１の側面と基板
とがなす角度に基づき、発光層１１ｃの中央部と周縁部との厚さの差を、発光部Ａと比べ
て発光部Ｃにおいてより小さくする。
【００８６】
　これにより、発光部Ａと発光部Ｃとで発光層１５ａ、１５ｃの実効的な厚さが経時的に
増加するときの発光特性（一例として色度値）の変化量を揃えることができるので、発光
特性の変化をより正確に打ち消し合うことができる。その結果、発光特性の経時的な変化
をより効果的に抑制する有機ＥＬ表示パネルが得られる。
【００８７】
　なお、発光層の中央部の厚さと周縁部の厚さとの差が異なる２種類の発光部を設ける構
成は、実施の形態２で説明した線状の隔壁（ラインバンク）で挟まれた発光部および格子
状の隔壁（ピクセルバンク）で囲まれた発光部のいずれの発光部と組み合わせてもよい。
【００８８】
　発光層の中央部の厚さと周縁部の厚さとの差は、隔壁の側面と基板とがなす角度の他に
、隔壁のインクに対する撥液性、インクの粘度、インクの濃度にも依存する。したがって
、発光部Ａと発光部Ｃとで、これらのパラメータのうちの１以上のパラメータを異ならせ
ることで、発光層の中央部の厚さと周縁部の厚さとの差に違いを設けてもよい。
【００８９】
　以上、本発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示パネルについて説明したが、本発明は、
個々の実施の形態には限定されない。本発明の趣旨を逸脱しない限り、当業者が思いつく
各種変形を本実施の形態に施したものや、異なる実施の形態における構成要素を組み合わ
せて構築される形態も、本発明の一つ又は複数の態様の範囲内に含まれてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９０】
　本発明は、有機ＥＬ表示パネルとして、携帯情報端末、パーソナルコンピュータ、テレ
ビジョン受信機などの様々な映像表示装置に広く利用できる。
【符号の説明】
【００９１】
　１　有機ＥＬ表示パネル
　２、２Ｒ、２Ｇ、２Ｂ　発光部
　３　画素
　１０　基板
　１１、１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１１、１１２、１１３　隔壁
　１１２ａ　突出部
　１１３ａ　開口部
　１２　陽極
　１３　正孔注入層
　１４　正孔輸送層
　１５、１５ａ、１５ｂ、１５ｃ　発光層
　１６　電子輸送層
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　１７　陰極
　１８　薄膜封止層
　２０　封止樹脂
　２１　封止ガラス

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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